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７
年
ぶ
り
の
３
兆
円
超
え

調
査
対
象
と
し
た
各
品
目
の
合
計

値
に
み
る
、２
０
１
８
年
度
の
共
用
品

市
場
規
模
金
額
は
、３
兆
４
５
５
億

円
と
推
計
さ
れ
、
前
年
比
で
２
・

３
％（
６
８
０
億
円
）
増
と
な
り
、

２
０
１
１
年
度
以
来
、７
年
ぶ
り
に

３
兆
円
を
超
え
る
金
額
と
な
っ
た（
図

表
参
照
）。

調
査
の
経
緯

本
調
査
は
、
共
用
品（
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
デ
ザ
イ
ン
製
品
）の
出
荷
額
ベ
ー
ス

の
市
場
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
、

１
９
９
６
年
に
経
済
産
業
省（
当
時

は
通
商
産
業
省
）の
委
託
事
業
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
、
以
来
現
在
に
至
る

ま
で
共
用
品
推
進
機
構
に
よ
っ
て
継

続
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た
、
国
内
唯

一
の
共
用
品
市
場
規
模
に
関
す
る
定

点
調
査
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
の
ポ
イ
ン
ト

上
位
品
目
の
動
向
を
み
る
と
、「
家

庭
電
化
機
器（
１
０
，
６
１
４
億
円
：

＋
３
・
６
％
、
３
７
２
億
円
増
）」
は
、

今
回
も
継
続
し
て
金
額
を
増
や
し
た
。

主
力
の
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
が
猛
暑
の

影
響
な
ど
で
大
き
く
出
荷
額
を
伸
ば

し
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
等
の
主
力
製

品
も
引
き
続
き
大
容
量
製
品
を
中
心

に
需
要
が
伸
び
、
堅
調
に
推
移
し
た

こ
と
が
背
景
と
考
え
ら
れ
る
。

「
ビ
ー
ル
・
酒（
４
９
８
４
億
円
：
１
・

２
％
、
59
億
円
増
）」
は
、
前
年
度
同

様
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
た
。
ビ
ー
ル

系
飲
料
は
、
新
ジ
ャ
ン
ル
の
出
荷
数

量
を
増
や
し
た
も
の
の
ビ
ー
ル
、
発

砲
酒
は
出
荷
数
量
を
減
ら
し
、
ビ
ー

ル
系
全
体
で
の
出
荷
額
は
引
き
続
き

減
少
し
た
。
前
年
６
月
の
酒
税
法
改

正
に
よ
る
安
売
規
制
の
影
響
に
よ
る

ビ
ー
ル
系
以
外
の
低
価
格
飲
料
へ
の

需
要
シ
フ
ト
も
あ
り
、
猛
暑
で
あ
っ

て
も
ビ
ー
ル
系
全
体
と
し
て
出
荷
額

を
伸
ば
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。た

だ
し
ビ
ー
ル
系
以
外
の
飲
料
の
出
荷

額
増
に
よ
り
、
全
体
で
は
横
ば
い
を

維
持
し
て
い
る
。

「
映
像
機
器（
２
８
４
５
億
円
：＋
５
・

４
％
、
１
４
６
億
円
増
）」
に
つ
い
て

は
２
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
。

主
力
の
テ
レ
ビ
で
、
有
機
Ｅ
Ｌ
テ

レ
ビ
の
登
場
や
50
型
以
上
を
含
め
た
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大
型
製
品
が
需
要
を
伸
ば
し
、
出
荷

額
の
増
加
に
貢
献
し
た
。

ま
た
住
宅
設
備
は
２
８
０
４
億
円

（
＋
３
・
２
％
、
88
億
円
増
）、
ガ
ス
機

器
は
２
４
６
２
億
円（
▲
１
・
８
％
、

46
億
円
減
）と
な
っ
た
。
新
規
住
宅
着

工
件
数
は
対
前
年
度
で
ほ
ぼ
横
ば
い

と
な
る
中
、
ガ
ス
機
器
は
暖
冬
の
影

響
等
も
受
け
た
が
、
住
宅
設
備
と
あ

わ
せ
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
た
。

こ
の
ほ
か
、（
入
替
時
期
等
の
周

期
性
の
あ
る
品
目
を
除
き
）対
前
年

度
か
ら
大
き
く
出
荷
額
を
伸
ば
し

た
も
の
と
し
て
、
設
置
駅
数
が
着
実

に
伸
び
て
い
る
「
ホ
ー
ム
用
自
動
ド

ア
・
自
動
改
札（
１
７
０
億
円
：
＋

25
・
９
％
、
35
億
円
増
）」
や
、
前
年
度

に
引
き
続
き
電
動
製
品
が
堅
調
に
出

荷
額
を
増
や
し
た
「
机（
天
板
上
下
）

（
19
億
円
：
＋
46
・
４
％
、
６
億
円
増
）」

等
が
あ
る
。
一
方
、
今
回
調
査
よ
り

新
規
品
目
と
し
て
タ
ク
シ
ー
を
取
り

上
げ
た
。
高
齢
者
・
障
害
者
に
配
慮

さ
れ
た
タ
ク
シ
ー（
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
）

が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
る

中
、
行
政
も
認
定
制
度
等
を
通
じ
て

積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と
で
、
東
京

を
中
心
に
急
速
に
普
及
し
た
。
出
荷

額
ベ
ー
ス
で
は
今
回
、
同
じ
乗
用
車

の
座
席
シ
フ
ト（
２
０
１
７
年
度
時
点

で
１
７
２
億
円
）と
ほ
ぼ
同
水
準
の

１
７
４
億
円
と
推
計
さ
れ
た
。

【
Ｕ
Ｄ
タ
ク
シ
ー
】

高
齢
者
・
障
害
者
に
配
慮
し
た
、

通
常
料
金
で
誰
も
が
利
用
で
き
る
Ｕ

Ｄ
タ
ク
シ
ー
で
は
、
車
椅
子
使
用
者

は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
車
椅
子
を
し

ま
い
座
席
に
移
乗
す
る
か
、
車
椅
子

ご
と
乗
る
か
を
選
択
で
き
る
。
横
か

ら
乗
り
車
内
で
方
向
を
変
え
る
タ
イ

プ
と
後
ろ
か
ら
乗
り
込
む
タ
イ
プ
の

２
種
類
が
あ
る
が
、
横
か
ら
乗
り
込

む
タ
イ
プ
が
主
流
。
ど
ち
ら
の
タ
イ

プ
も
座
席
を
折
り
た
た
み
、
車
内
に

あ
る
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
て
乗
車
と

な
る
。
乗
車
後
は
ベ
ル
ト
で
車
椅
子

を
固
定
し
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装

着
し
準
備
が
整
う
。担
当
ド
ラ
イ
バ
ー

は
講
習
を
受
け
て
い
る
た
め
平
均
８

分
半
で
準
備
が
完
了
し
乗
車
可
能
と

な
る
。
今
は
、
車
椅
子
か
ら
移
乗
し
て

乗
車
さ
れ
る
人
の
方
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
タ
ク
シ
ー
会
社
各
社
で
は
、一

連
の
作
業
が
必
要
な
時
に
備
え
、
イ

ラ
ス
ト
付
き
の
作
業
手
順
書
を
作
り

備
え
て
い
る
。
最
初
に
導
入
さ
れ
た

タ
イ
プ
で
は
、
運
転
手
が
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
す
る
の
に
60
も
の
工
程
が
必

要
で
あ
っ
た
が
、
改
訂
版
で
は
24
の

工
程
に
減
り
、
改
善
さ
れ
て
い
る
。

標
準
仕
様
に
は「
乗
降
口
」「
ス
ロ
ー

プ
」「
乗
降
用
手
す
り
」「
床
の
材
質
・

形
状
」「
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
」「
室
内
座

席
」「
車
い
す
固
定
方
法
」「
車
い
す
補

助
具
・
収
納
場
所
」「
そ
の
他
の
設
備
・

表
示
」
の
各
視
点
か
ら
要
件
が
提
示

さ
れ
、
こ
れ
ら
を
満
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

普
及
率
に
関
し
て

調
査
対
象
品
目
の
う
ち
、
製
品
本

体
の
一
部
機
能
に
共
用
化
配
慮
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
品
目
の

一
部
に
つ
い
て
、
そ
の
品
目

の
全
体
出
荷
額
と
の
比
較
の

視
点
か
ら
、「
共
用
品
普
及
度

（
全
体
出
荷
額
に
占
め
る
共

用
品
出
荷
額
の
割
合〈
％
〉）」

を
試
算
し
て
い
る
。
今
回
の

試
算
で
は
「
ガ
ス
器
具
」「
家

庭
用
電
化
機
器
」
等
が
普
及
度
50
％

を
超
え
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
「
エ
レ

ベ
ー
タ
」「
映
像
機
器
」「
情
報
通
信
機

器
」
等
を
含
め
た
品
目
群
は
、
共
用
化

配
慮
が
高
い
水
準
で
維
持
さ
れ
、
共

用
品
で
あ
る
こ
と
が
「
当
た
り
前
」
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
に
向
け
て

今
回
新
た
に
加
え
た「
ボ
デ
ィ
ソ
ー

プ
」
に
つ
い
て
も
、
包
装
容
器
の
配
慮

と
し
て
、シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
と
区

別
す
る
た
め
の
触
覚
記
号
が
普
及
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
規
対
象
品
目

の
候
補
と
し
て
検
討
し
た
。
こ
の
他

に
も
、
新
規
品
目
の
追
加
や
修
正
、
ま

た
配
慮
点
の
見
直
し
等
を
含
め
、
今

後
も
改
善
を
加
え
な
が
ら
調
査
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

新たにＵＤタクシーが対象に

UD タクシーの
車椅子使用者の乗車まで
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案
内
用
図
記
号
と
は

案
内
用
図
記
号（
以
下
図
記
号
）

は
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
利
用
す

る
公
共
施
設
や
公
共
交
通
機
関
、
観

光
施
設
に
お
い
て
、
文
字
や
言
語
に

よ
ら
ず
対
象
物
、
概
念
ま
た
は
状
態

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
図
形
で

す
。
文
字
情
報
と
比
較
し
て
、
だ
れ

も
が
ひ
と
目
で
そ
の
表
現
内
容
を

理
解
で
き
、
遠
方
か
ら
の
視
認
性
も

優
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
言
語
の
知
識
を
要
し
な
い
と

い
っ
た
利
点
が
あ
り
、
視
力
の
低
下

し
た
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
日

本
語
の
わ
か
ら
な
い
外
国
人
観
光
客

等
に
も
理
解
で
き
る
有
効
な
情
報
提

供
手
法
と
し
て
、
日
本
を
含
め
世
界

中
の
公
共
交
通
機
関
や
観
光
施
設
等

で
広
く
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ

テ
ィ
財
団
で
は
、
２
０
０
２
年
日

韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
を
控
え

た
１
９
９
９
年
か
ら
図
記
号
を
検

討
し
、「
標
準
案
内
用
図
記
号
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
、「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ 

８
２
１
０
」（
案
内
用
図
記
号
）と
し

て
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
作
成
し
た
図
記
号

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
以
下
２
０
２
０

オ
リ
パ
ラ
）に
向
け
て
、
わ
か
り
や
す

い
サ
イ
ン
環
境
を
目
指
す
た
め
、
15
、

16
年
に
19
個
の
図
記
号
を
新
規
作
成

及
び
見
直
し
、「
標
準
案
内
用
図
記
号

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂
版
」
と
し
て
と

り
ま
と
め
、
そ
の
う
ち
17
個
が
Ｊ
Ｉ

Ｓ 

Ｚ 

８
２
１
０
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
検
討
項
目
と
し
て

あ
が
っ
て
い
た
も
の
の
議
論
が
過
渡

期
で
あ
り
引
き
続
き
検
討
が
必
要
と

さ
れ
る
項
目
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
18
年
に
２
０
２
０
オ
リ

パ
ラ
以
降
も
視
野
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
社
会
構
築
の
一
助
と
し
て
残
さ

れ
た
項
目
を
含
め
、
改
め
て
検
討
を

進
め
ま
し
た
。
障
害
者
団
体
や
サ
イ

ン
関
係
者
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共

施
設
関
係
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
、
意
見
交
換
会
、
説
明
会
を
通
し

て
図
案
を
作
成
し
、
理
解
度
や
視
認

性
試
験
を
経
て
、
新
た
な
図
記
号
８

項
目
を
作
成
す
る
に
至
り
ま
し
た

（
図
１
参
照
）。

現
在
、「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｚ 

８
２
１
０
」

へ
の
追
加
提
案
を
進
め
、「
標
準
案

内
用
図
記
号
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
訂

版
」
の
改
正
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

検
討
過
程
で
の
特
記
す
べ
き
事
柄

今
回
検
討
し
た
中
で
今
ま
で
と
大

き
く
異
な
る
と
こ
ろ
が
２
点
あ
り
ま

す
。１

点
目
は
、
施
設
建
築
に
間
に
合

う
よ
う
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
行
っ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
東

京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
準
備
局
、
公
益
財
団
法
人
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

及
び
、
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
新
国
立
競
技
場
設
置

本
部
に
意
見
交
換
会
に
参

画
い
た
だ
き
、
情
報
を
共

有
し
、
図
記
号
の
最
も
重

要
な
使
命
で
あ
る
デ
ザ
イ

ン
の
統
一
を
諮
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

２
点
目
は
、
急
速
に
変

化
す
る
社
会
事
情
に
適
合

す
る
よ
う
、
今
ま
で
に
な

い
概
念
の
図
記
号
作
成
に
挑
戦
し
た

こ
と
で
す
。
今
ま
で
は
街
中
に
あ
ふ

れ
た
バ
ラ
バ
ラ
の
図
記
号
を
統
一
す

る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
き
た
活
動
が
、

未
知
の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
す
る
活
動

に
変
わ
っ
て
き
た
今
回
の
検
討
は
、
案

内
用
図
記
号
作
成
の
大
き
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

２
０
２
０
オ
リ
パ
ラ
は
延
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
り
一
層
の

標
準
案
内
用
図
記
号
の
開
発
と
啓
発

活
動
を
継
続
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

2020 年に向けた案内用図記号
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団　竹

たけしま

島恵
けい こ

子

こどもお手洗 おむつ交換台

カームダウン
・クールダウン※１

男女共用お手洗※ ２ 簡易型
オストメイト用設備

着替え台

ベビーチェア 介助用ベッド

※１：文字による補助表示を付ける場合は、「男女共用　ALL gendar」またはどちらかと
する。色彩はモノトーンが望ましい
※ ２： 文 字 に よ る 補 助 表 示 を 付 け る 場 合 は、「 カ ー ム ダ ウン・クー ル ダ ウン Calm 
down,cool down」とする。「この部屋は気持ちを静めるための部屋です」など、運用に
適した利用説明を表示することが望ましい

図 1　新たに作成した図記号

【トピックス】



2020.5.255

インクル  第126号

２
０
１
４
年
１
月
に
国
連
障
害
者

権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
、
ま
た
Ｉ
Ｓ

Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ
イ
ド
71
も
改
訂
さ

れ
る
中
、
障
害
の
あ
る
人
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
よ
り
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
方
向
へ
と
進
み
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
日
本
が
先
導
し
て
高
齢

者
及
び
障
害
者
配
慮
の
国
際
標
準

の
開
発
を
行
う
と
と
も
に
、
消
費
者

と
生
産
者
と
を
繋
ぐ
仕
組
み
の
構
築

を
進
め
、
開
発
す
る
国
際
標
準
は
Ａ

Ｄ
製
品
で
あ
る
こ
と
を
評
価
す
る
た

め
の
基
準
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
事
業
は
、（
国
研
）産
業
技
術
総

合
研
究
所
と
の
共
同
開
発
体
制
で
実

施
し
て
お
り
、
同
研
究
所
は
、
Ｔ
Ｃ

１
５
９（
人
間
工
学
）／
Ｗ
Ｇ
２（
特

別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
々
の
た

め
の
人
間
工
学
）、
Ｓ
Ｃ
４（
人
間
と

シ
ス
テ
ム
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
）、

Ｓ
Ｃ
５（
物
理
的
環
境
の
人
間
工

学
）の
国
際
規
格
案
作
成
と
そ
れ
に

付
随
す
る
技
術
的
検
討
等
を
行
い
、

共
用
品
推
進
機
構
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

Ｃ
１
７
３（
福
祉
用
具
）
及
び
Ｔ
Ｃ

１
５
９
の
規
格
案
の
提
案
準
備
、
国

内
委
員
会
設
置
と
運
営
等
を
行
っ
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
内
規

格
か
ら
国
際
規
格
に
な
っ
た
も
の
を

紹
介
す
る
。
ま
た
新
た
に
国
際
規
格

化
さ
れ
た
際
は
本
誌
で
報
告
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

森も
り
か
わ川
美み

わ和

アクセシブルデザイン（AD）製品の国際標準化
～国内規格（JIS）から国際規格（IS）へ～

No TC159 関連規格

①
ISO 24500 “Ergonomics – Accessible design – Auditory signals for consumer 
products ”

（JIS S 0013、高齢者・障害者配慮設計指針－消費生活製品の報知音）

②

ISO 24501 “Ergonomics – Accessible design – Sound pressure levels of auditory 
signals for consumer products ”

（JIS S 0014、高齢者・障害者配慮設計指針－消費生活用製品の報知音―妨害音及
び聴覚の加齢変化を考慮した音圧レベル）

③

ISO 24502 “Ergonomics – Accessible design – Specification of age-related 
luminancecontrast for coloured light ”

（JIS S 0031、高齢者・障害者配慮設計指針－視覚表示物－色光の年代別輝度コン
トラストの求め方及び光の評価方法）

④
ISO 24503 “Ergonomics – Accessible design – Tactile dots and bars on consumer 
products ”

（JIS S 0011、高齢者・障害者配慮設計指針－消費生活製品の凸点及び凸バー）

⑤

ISO 24504 “Ergonomics – Accessible design – Sound pressure levels of spoken 
announcements for products and public address systems ”

（JIS 未提案、人間工学－アクセシブルデザイン－製品及び場内放送設備の音声ア
ナウンスの音圧レベル）

⑥

ISO 24505 “Ergonomics – Accessible design – Method for creating colour 
combinations taking account of age-related changes in human colour vision ”

（JIS S 0033、高齢者・障害者配慮設計指針－視覚表示物－年齢を考慮した基本色
領域に基づく色の組合せ方法）

⑦
ISO 24508 “Ergonomics – Accessible design – Guidelines for designing tactile 
symbols and characters ”

（JIS S 0052、高齢者・障害者配慮設計指針－触覚情報－触知図形の基本設計方法）

⑧

ISO/TR 22411:2008 “Ergonomics data and guidelines for the application of ISO/
IEC Guide 71 to products and services to address the needs of older persons and 
persons with disabilities ”

（高齢者及び障害のある人々のニーズに対応した製品及びサービスに関する規格
ISO/IEC ガイド 71 を適用するための人間工学的データ及び指針 )

No TC173 関連規格

① ISO/IEC Guide71:2014 “Guide for addressing accessibility in standards”
（規格におけるアクセシビリティ配慮のためのガイド）

②
ISO 17069:2014 “Accessible design - Consideration and assistive products for 
accessible meeting”

（アクセシブルデザイン－アクセシブル会議の留意事項及び支援製品）

③

ISO 19026:2015 “Accessible design - Shape and colour of a flushing button and a 
call button, and their arrangement with a paper dispenser installed on the wall in 
public restroom”

（アクセシブルデザイン―公共トイレの壁面の洗浄ボタン、呼出しボタンの形状及
び色並びに紙巻器を含めた配置）

④
ISO 19028:2016 “Accessible design - Information contents, figuration and display 
methods of tactile guide maps”

（アクセシブルデザイン－触知案内図の情報内容、形状及び表示方法）

⑤
ISO 19027:2016 “Design principles for communication support board using 
pictorial symbols”

（絵記号を使用したコミュニケ―ション支援用ボードのためのデザイン原則）

⑥ ISO 19029:2016 “Accessible design - Auditory guiding symbols in public facilities”
（アクセシブルデザイン－公共施設における聴覚的誘導信号）

（国際規格の概要や購入は ISO のウェブサイトから※注：英語での提供です。）
https://www.iso.org/home.html

【トピックス】
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共
用
品
推
進
機
構
は
、
２
０
１
３

年
度
の
「
旅
行
に
関
す
る
良
か
っ

た
こ
と
調
査
」
を
契
機
に
、
毎
年
良

か
っ
た
こ
と
調
査
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
公

共
ト
イ
レ
」。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

は
「
衛
生
設
備
機
器
」
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
外
出
の
際

な
ど
に
は
「
公
共
ト
イ
レ
」
の
位
置

情
報
や
そ
の
空
間
や
設
備
が
整
っ
て

い
る
か
ど
う
か
は
大
事
な
使
用
要
件

で
す
。
今
年
度
は
、
公
共
ト
イ
レ
の

良
い
点
を
伺
う
と
共
に
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
配
慮
す
れ
ば
よ
り
使
い
や

す
い
公
共
ト
イ
レ
が
実
現
す
る
か
意

見
を
伺
い
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
、
調
査
方
法
や

調
査
内
容
を
検
討
す
る
た
め
委
員
会

を
設
け
、
委
員
長
に
は
公
益
財
団
法

人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
会

長
鳥と
り
は
ら原
光み
つ
の
り憲
氏
に
就
任
い
た
だ
き
、

実
際
に
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た

各
団
体
の
方
々
に
委
員
と
し
て
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら
に（
一

社
）日
本
レ
ス
ト
ル
ー
ム
工
業
会
の

方
々
に
は
、
委
員
と
し
て
ご
出
席
い

た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
専
門
的
な
視

点
か
ら
の
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
成
果
報
告
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

調
査
概
要

【
調
査
形
式
】
自
由
記
入
が
多
い
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
形
式
及
び
グ
ル
ー
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
並
び
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

形
式

【
回
答
者
属
性
】

ア
ン
ケ
ー
ト
は
３
５
４
名
の
方
に

ご
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
障
害
及
び

身
体
特
性
に
つ
い
て

は
以
下
の
通
り
で

す
。全

盲
43
名
、
弱
視

18
名
、
ろ
う
34
名
、

難
聴
・
中
途
失
聴
14

名
、
盲
ろ
う
8
名
、

失
語
症
１
名
、
上
肢

障
害
１
名
、
下
肢
障

害
３
名
、
上
肢
・
下

肢
障
害
３
名
、
脊
髄

損
傷
12
名
、
頸
髄
損
傷
11
名
、
難
病

（
リ
ウ
マ
チ
）46
名
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
42
名
、
知
的
障
害
１
名
、
発
達
障

害
27
名
、
知
的
障
害
・
発
達
障
害
９

名
、
精
神
障
害
５
名
、
認
知
症
５
名
、

高
齢
者
42
名
、
が
ん
１
名
、
内
部
障

害
３
名
、
障
害
は
な
い
19
名
、
無
回

答
６
名
。

良
い
と
思
っ
た
公
共
ト
イ
レ
の
設
備

な
ど良

い
と
思
っ
た
公
共
ト
イ
レ
の
場

所
に
お
け
る
設
備
に
つ
い
て
は
、「
百

貨
店
」、「
高
速
道
路（N

EX
CO

）」、
「
病
院
」、「
空
港
」、「
ス
ー
パ
ー
」、「
ホ

テ
ル
」、「
Ｊ
Ｒ
駅
や
私
鉄
」、「
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
な
ど
様
々
な

異
な
る
場
所
に
お
い
て
、
良
か
っ
た

こ
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

共
通
し
て
多
か
っ
た
回
答
は
、
ト

イ
レ
環
境
／
空
間
全
般
に
お
い
て
の

「
清
潔
さ
、
綺
麗
さ
」、「
ト
イ
レ
が
あ

る
こ
と
、
設
備
が
充
実
し
て
い
る
こ

と
へ
の
安
心
感
」
で
あ
る
。

・
大
き
な
駅
の
近
く
の
百
貨
店
の

ト
イ
レ
は
、
キ
レ
イ
に
清
掃
さ
れ

て
悪
臭
が
し
な
い
の
で
利
用
で
き

る
。（
発
達
障
害
20
代
男
性
）

・
ト
イ
レ
の
中
が
清
潔
で
、
利
用
し

て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。（
高

齢
者
60
代
男
性
）

・
便
器
す
ぐ
そ
ば
の
床
に
流
水
の

ポ
イ
ン
ト
が
大
き
く
印
さ
れ
て
お

り
、
座
っ
た
ま
ま
で
も
そ
の
印
を

踏
む
だ
け
で
よ
く
、
安
心
し
て
立

ち
上
が
る
事
が
で
き
る
。（
難
病

〈
リ
ウ
マ
チ
〉
70
代
女
性
）

・
換
気
が
良
い
の
で
快
適
で
す
。（
知

的
障
害
・
発
達
障
害
30
代
男
性
）

・
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
に
ち
ゃ
ん
と
点

字
が
表
示
し
て
あ
る
こ
と
。（
全

ア．社会福祉法人日本視覚障害者連合
イ．社会福祉法人日本点字図書館
ウ．一般財団法人全日本ろうあ連盟
エ．公益社団法人日本リウマチ友の会
オ．社会福祉法人全国盲ろう者協会
カ．公益社団法人全国脊髄損傷者連合会
キ．社会福祉法人国際視覚障害者援護協会
ク．ＮＴＴクラルティ株式会社
ケ．株式会社高齢社
コ．一般社団法人全日本難聴者・中途失聴者団体連合会
サ．一般社団法人全国パーキンソン病友の会 
シ．国立研究開発法人国立がん研究センター
ス．特定非営利活動法人全国ＬＤ親の会
セ．認知症の人の家族の会

【調査協力団体（順不同）】

公共トイレに関する『良かったこと調査』
～設備の充実拡大、そして利用客などの自然な声かけの大切さ～
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盲
20
代
女
性
）

・
高
速
道
路
の
ト
イ
レ
は
ほ
と
ん
ど

問
題
な
く
使
え
る
。（
脊
髄
損
傷

70
代
男
性
）

・
高
速
道
路
の
ト
イ
レ
は
い
つ
も
き

れ
い
に
清
掃
し
て
あ
る
の
で
き
も

ち
が
い
い
。（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

60
代
男
性
）

・（
高
速
道
路
は
）
ト
イ
レ
使
用
中

な
の
か
ど
う
か
、
視
覚
的
に
分
か

る
よ
う
に
設
備
さ
れ
て
い
る
。（
ろ

う
40
代
女
性
）

・
ト
イ
レ
の
空
き
状
態
が
外
か
ら
見

て
わ
か
り
や
す
い
（
ト
イ
レ
の
天

井
に
使
用
中
、空
き
の
ラ
ン
プ
や
、

プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
る
）。（
難

聴
・
中
途
失
聴
50
代
女
性
）

・
個
室
内
に
ス
テ
ッ
キ
ホ
ル
ダ
ー
が

あ
っ
た
。（
弱
視
50
代
女
性
）

・
障
害
者
を
考
慮
し
た
位
置
に
手
す

り
、
荷
物
置
き
が
あ
る
と
嬉
し
く

な
る
。（
難
病
〈
リ
ウ
マ
チ
〉
50

代
女
性
）

・
安
心
し
て
ト
イ
レ
使
用
が
で
き
る

よ
う
に
、
荷
物
台
が
設
備
さ
れ
て

い
る
の
で
、
心
配
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

80
代
女
性
）

・
バ
ッ
グ
や
傘
が
お
け
る
ち
ょ
っ
と

し
た
と
こ
ろ
が
い
い
と
思
い
ま
し

た
。（
発
達
障
害
20
代
女
性
）

・
ド
ア
の
開
閉
ボ
タ
ン
が
非
接
触
式

で
自
動
ド
ア
だ
っ
た
た
め
、
衛
生

的
で
、車
い
す
で
も
開
け
や
す
い
。

（
上
肢
障
害
が
あ
る
た
め
、
物
理

的
に
押
す
こ
と
が
難
し
く
、
手
動

開
閉
ド
ア
だ
と
開
け
に
く
い
。）

（
頸
髄
損
傷
30
代
男
性
）

良
い
と
思
っ
た
公
共
ト
イ
レ
で
の
人

的
応
対

公
共
ト
イ
レ
を
利
用
す
る
時
に
良

か
っ
た
応
対
で
多
か
っ
た
も
の
は
、

利
用
客
や
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人

の
自
然
な
声
か
け
で
あ
っ
た
。

・
大
便
用
の
ト
イ
レ
の
空
き
室
が
わ

か
ら
ず
、ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
ら
、

同
じ
利
用
者
が
空
き
室
を
教
え
て

く
れ
、誘
導
ま
で
頂
き
助
か
っ
た
。

（
全
盲
70
代
男
性
）

・
商
業
施
設
の
ト
イ
レ
内
で
、
中
の

作
り
が
複
雑
で
迷
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
近
く
に
い
た
方
が
小
便
器
や

洗
面
台
の
場
所
を
言
葉
で
説
明
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ト
イ
レ
内

で
は
、
体
に
触
れ
て
の
案
内
よ
り

も
、
言
葉
で
の
説
明
の
ほ
う
が
良

い
と
感
じ
ま
し
た
。（
全
盲
30
代

男
性
）

・
女
子
ト
イ
レ
の
長
い
列
に
並
ん
で

い
る
と
き
、
周
り
が
静
か
で
進
ん

で
い
る
か
ど
う
か
が
わ
か
ら
な
く

て
困
っ
て
い
た
ら
、
近
く
の
方
が

声
を
か
け
て
く
れ
て
、
一
緒
に
進

ん
で
く
れ
た
。
と
て
も
あ
り
が
た

か
っ
た
。（
全
盲
40
代
女
性
）

・
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
い
る
公
共

施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
で
、
洋
式

ト
イ
レ
が
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
た

時
、
他
の
利
用
者
の
方
が
誘
導
し

て
く
れ
た
。（
盲
ろ
う
50
代
男
性
）

・
こ
こ
数
年
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施

設
の
ト
イ
レ
に
車
い
す
で
入
る

際
に
、扉
を
押
さ
え
て
も
ら
っ
た

（
お
願
い
し
て
い
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
）。
扉

が
固
定
さ
れ
て
い
な
い

と
自
動
で
戻
っ
て
く
る

た
め
、
車
い
す
と
扉
が

接
触
し
て
し
ま
う
。
上

記
の
経
験
が
複
数
回

あ
っ
た
。
当
事
者
と
し
て
は
と
て

も
う
れ
し
い
。（
上
下
肢
障
害
30

代
男
性
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
間
近
な
寒
い
冬
の

夕
方
で
し
た
。
買
い
物
で
行
っ
た

ス
ー
パ
ー
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
扉

が
と
て
つ
も
な
く
重
た
く
て
、
挟

ま
り
な
が
ら
も
が
い
て
い
ま
し

た
。す
る
と
そ
こ
へ
、小
学
生
ガ
ー

ル
が
二
人
や
っ
て
き
て
、
扉
を
開

け
て
押
さ
え
て
い
て
く
れ
た
の
で

す
。
心
が
ほ
っ
と
温
か
く
な
り
ま

し
た
。あ
の
子
た
ち
の
背
中
に
は
、

羽
が
生
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
…
。（
頸
髄
損
傷
50
代
女
性
）

森
川
美
和

良
か
っ
た
こ
と
調
査
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp

s://w
w

w
.kyo

yo
h

in
.o

rg
/ja/

research/report_goodthings.php

公共トイレに関する
良かったこと調査成果報告書

【特集】良かったこと調査
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東
京
都
千
代
田
区
で
は
、
障
害
等

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
を

構
成
す
る
す
べ
て
の
人
が
互
い
を

尊
重
し
、
支
え
合
う
共
生
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

者
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の

施
策
の
一
環
で
同
区
が
令
和
元
年
度

行
っ
た
の
が
「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」

で
す
。

「
良
か
っ
た
こ
と
調
査
」
は
、
千
代

田
区
内
の
５
つ
の
障
害
者
団
体
・
グ

ル
ー
プ（
家
族
を
含
む
）の
会
員
の

方
々
に
お
願
い
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
で
は
30
名
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
11
名
の
方
々
か
ら
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
は
、
区

障
害
者
福
祉
課
職
員
と
共
用
品
推
進

機
構
の
調
査
担
当
者
が
、
各
団
体
・

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
会
合
等
に
赴
き
、

当
事
者
及
び
そ
の
家
族
の
方
に
直
接

行
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
11

名
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
で
は
言

い
足
り
な
か
っ
た
方
や
、
当
日
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
が
回
答
さ
れ
た
も

の
で
す
。
調
査
項
目
は
７
項
目
で
、
ソ

フ
ト
面
は
、「
人
的
な
応
対
で
良
か
っ

た
と
感
じ
た
こ
と
」、
ハ
ー
ド
面
は

「
施
設
や
機
器
な
ど
の
良
か
っ
た
こ

と
」
で
す
。
合
計
１
６
５
件
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
で
得
ら
れ
た

回
答
を
イ
ラ
ス
ト
と
共
に
ご
紹
介
し

ま
す
。

今
後
も
千
代
田
区
の
方
々
と
共

に
、
各
地
域
で
良
か
っ
た
こ
と
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
調
査
、
普
及

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

星
川
安
之
・
森
川
美
和

　千代田区が実施した「良かったこと調査」

千代田区の街で見つけた良かったこと
～こんなところにも、良かったことがたくさん～

駅・交通機関

近くに知的障害や発達障害などの人たちが利用する施設があると、
その人たちが駅を使用するので駅員さんはよく理解していて、
安心して利用できる。（知的障害）

市ヶ谷駅は子どもの学校の関係で乗り換えに利用するが、
警備員さんが視覚障害のある子どもたちをよく見てくれている。
こちらが言わない場合はさり気なく安全に配慮してくれ、
お願いすると一緒について行ってくれる。
ホームドアの設置が始まったがとても助かる。（知的障害・視覚障害）

風ぐるまは便利です。作業所に行くときに使用します。
女性の運転手さんがやさしい。（男性もやさしいです。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知的障害）

スーパー・コンビニエンスストア・お店

家を出て行ってしまって帰ってこないときには、24 時間営業の
ファストフード店に行っていることもあった。
お金をほとんど持っていない娘が、家に帰らずに夜中、
ある意味安心して過ごせる場所があることで、
事件等にまきこまれないでいられる要因かもしれない。（精神障害）

（娘に対して）子ども扱いでない言葉づかいで、
対等に応対してくれて嬉しかった。（精神障害）

子ども連れのとき、子どもの椅子が必要かどうか
聞いてもらえるのは嬉しい。（知的障害）

千代田区の施設

「娘さん、行きは店の前を通ったけど、帰りは通ってないけど、だいじょうぶ？」と、
心配して声をかけてくれる地域の人がいることはとても嬉しい。（知的障害）

保険などの書類にサインをしなくてはいけないが、息子は記述に時間がかかる。
けれども局員さんは、じっくり待ってくれて助かる。（知的障害）
銀行で、手続きの窓口を探していると、すぐに係に人がそばに来てくれ、
案内してくれました。
また、番号を呼ばれたのに気付かずにいると、番号を覚えていてくれたようで、
教えていただきました。（知的障害）

対応は気を遣ってくれる。
必ず誰かが出て用を聞いてくれる。（肢体不自由）

車椅子のバッテリーがなくなりかけたので、親子連れの男性にバッテリー交換を
お願いしたところ換えてくれた。女性より、男性の方が気軽に応対してくれる。
男性は若くても年配でも親切。（肢体不自由）

交番には、とても感謝している。娘が、街を徘徊し、いなくなってしまうと、
最寄りの交番に連絡をしている。連絡した交番は、周りの交番にも知らせてくれて、
見つかったら、母親に連絡が行く仕組みになっており、大変ありがたい。（精神障害）

クリーニング屋さんが声をかけてくれる。（知的障害）

お花屋さんは声をかけてくれる。（知的障害）

作成：公財）共用品推進機構　2019.12

千代田区の地域での良かったことやモノなどについて、区内の障害等のある人や、その家族を対象にした
ヒアリング及びアンケートによる調査（千代田区委託）に基づいて作成しています。
なお、記載はアンケートの原文を尊重しており、イラストはイメージです。

図 1：千代田区の街で見つけた良かったこと～こんなところにも、良かったことがたくさん～

（１）駅や交通機関（ソフト 29 件／ハード 16 件）

（２）飲食店（ソフト 13 件）

（３）スーパーやコンビニエンスストア（ソフト 15 件／ハード１件）

（４）商店街（ソフト５件）

（５）郵便局や銀行（ソフト 13 件）

（６）千代田区内の施設（ソフト 43 件／ハード８件）

（７）その他（ソフト 18 件／ハード４件）

表 1：良かったことの回答種別（件数）
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【特集】良かったこと調査
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電池の向きの入れ間違い、補聴器側で解決

世
界
初
の
補
聴
器

電
池
を
使
用
す
る
製
品
を
扱
っ
て

い
る
企
業
の
お
客
さ
ま
相
談
室
に

は
、
電
池
の
入
れ
間
違
い
に
気
づ
か

な
い
ま
ま
で
の
、「
製
品
が
動
か
な

い
」
と
の
問
い
合
わ
せ
が
、
昔
も
今

も
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

リ
オ
ン
株
式
会
社
は
、
１
９
４
８

年
、
日
本
初
の
量
産
型
補
聴
器
を
販

売
以
降
、
人
工
中
耳
、
防
水
耳
か
け

型
補
聴
器
、
軟
骨
伝
導
補
聴
器
と
、

世
界
初
の
補
聴
器
を
数
多
く
世
に
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。
96
年
発
売
の

「
お
ま
か
せ
回
路
搭
載
補
聴
器
」
も

そ
の
一
つ
で
す
。
き
っ
か
け
を
作
っ

た
田
中
順
子
さ
ん
は
長
年
、
小
林
理

学
研
究
所
が
運
営
す
る
「
母
と
子
の

教
室
」
で
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
、
話
し
言
葉
を
獲
得
す
る

指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
験
を
活
か
し
、
田
中
さ

ん
が
リ
オ
ン
の
補
聴
器
を
販
売
す
る

部
署
に
転
籍
し
た
の
は
93
年
。
は
じ

め
は
直
接
お
客
さ
ま
と
接
す
る
こ
と

は
な
い
業
務
で
し
た
が
、店
頭
で
直
に

お
客
さ
ま
の
声
に
触
れ
な
い
と
仕
事

に
反
映
で
き
な
い
と
、
上
司
に
相
談

し
、
時
間
を
決
め
店
頭
に
立
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
店
頭
に
立
つ
と
、
お

客
さ
ん
の
来
店
目
的
が
、修
理
・
き
こ

え
難
さ
の
苦
情
・
音
漏
れ
・
買
い
替
え
・

取
扱
方
法
・
電
池
購
入
な
ど
多
岐
に

亘
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で

す
。
そ
の
日
、
彼
女
が
応
対
し
た
お
客

さ
ん
は
「
補
聴
器
が
故
障
し
た
。
電
池

を
交
換
し
た
の
に
き
こ
え
な
い
」
と
額

の
汗
を
拭
き
な
が
ら
耳
か
け
型
補
聴

器
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ

た
補
聴
器
を
修
理
室
へ
持
っ
て
い
く

と
「
電
池
は
ま
だ
新
し
く
、
正
常
に

動
作
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

電
池
が
逆
さ
ま
に

電
池
の
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
さ

か
さ
ま
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
。
当
時

の
補
聴
器
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ボ
タ

ン
型
電
池
は
水
銀

電
池
で
、
プ
ラ
ス

面
が
銀
色
で
マ
イ

ナ
ス
面
が
金
色
で

区
別
が
つ
き
や
す

い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
水
銀
は

公
害
問
題
の
た
め

に
製
造
中
止
と
な
り
、
代
わ
り
に
空

気
電
池
が
主
流
と
な
り
ま
し
た
。
片

方
の
シ
ー
ル
を
は
が
す
と
小
さ
な
穴

が
片
方
に
現
れ
ま
す
が
、
両
面
が
銀

色
の
た
め
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
を
間

違
え
る
人
が
後
を
た
た
な
か
っ
た
の

で
す
。

社
内
で
の
提
案
か
ら

こ
れ
を
こ
の
ま
ま
に
し
て
は
い
け

な
い
、何
と
か
改
善
せ
ね
ば
と
社
内

の
提
案
制
度
を
利
用
し
て
①
電
池
の

マ
イ
ナ
ス
面
の
色
の
変
更
、②
片
面

を
艶
消
し
に
す
る
、③
触
っ
て
感
じ

取
れ
る
程
度
の
形
状
の
変
更
が
必
要

だ
と
94
年
９
月
書
類
を
提
出
し
た
の

で
す
。
半
年
後
の
95
年
３
月
、審
査

委
員
会
か
ら
審
査
結
果
が
届
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、電
池
業
界
に
問
い
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
、金
メ
ッ
キ
や
片
面

だ
け
の
光
沢
は
コ
ス
ト
高
、形
状
変

更
は
寿
命
短
縮
と
の
回
答
で
し
た
。

し
か
し
電
極
識
別
は
今
後
も
検
討
し

て
い
く
と
あ
り
ま
し
た
。
一
年
後
田

中
さ
ん
は
、当
時
の
技
術
部
長
か
ら

「
貴
女
の
提
案
が
製
品
化
さ
れ
ま
す
」

と
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
同
社
の

技
術
部
門
が
、電
池
側
で
で
き
な
い

の
な
ら
ば
と
、補
聴
器
本
体
側
で
こ

れ
を
解
決
す
る
仕
組
み
を
目
指
し
た

の
で
す
。
96
年
２
月
に
発
売
し
た
耳

か
け
型
補
聴
器
「
Ｈ
Ｂ
―
５
５
Ｓ
」

に
、
補
聴
器
で
は
世
界
初
と
な
る
電

池
無
極
性
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
機
能
は
、間
違
わ
な
い
、迷

わ
な
い
、を
総
称
し
て
「
お
ま
か
せ
回

路
」
と
命
名
さ
れ
、今
で
は
リ
オ
ン
の

ボ
タ
ン
電
池
使
用
の
補
聴
器
全
て
に

搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

星ほ
し
か
わ川
安や
す
ゆ
き之

電池のプラス・マイナスを気にせずに
入れることができる（写真上）
リオネットピクシー（同下）

HB-55S（世界初のおまかせ
回路搭載補聴器）
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ＭＲＩを受けて考えたこと

「
検
査
は
20
分
で
終
わ
り
ま
す
が
、

そ
の
間
工
事
現
場
の
よ
う
な
音
が
し

ま
す
、
そ
の
た
め
こ
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

を
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ

ま
す
が
、
工
事
現
場
の
音
が
消
え
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
に
は
、
検
査
技
師
が
音
声
で
指
示

を
出
し
ま
す
の
で
そ
れ
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
説
明
を
さ
れ
た
時
私

は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
検
査
を
受
け
る
た
め

に
、
ガ
ウ
ン
に
着
替
え
高
さ
50
セ
ン

チ
ほ
ど
の
ベ
ッ
ド
上
に
い
た
。
そ
の

一
週
間
前
、
私
は
自
宅
近
く
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
「
血
糖
値
が
高
い
の
で
、

す
い
臓
が
ん
の
可
能
性
も
あ
る
。

万
一
の
た
め
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
検
査
を
し

た
方
が
良
い
」
と
言
わ
れ
た
。
が
ん

の
可
能
性
？
と
初
め
は
驚
い
た
が
、

そ
ろ
そ
ろ
仕
事
を
セ
ー
ブ
す
る
時
期

か
と
思
い
受
診
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
、
磁
気
と
電
波
だ
け
を
利

用
し
て
体
の
内
部
を
画
像
化
す
る
検

査
装
置
で
あ
る
こ
と
、
放
射
線
を
使

わ
な
い
た
め
被
ば
く
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
は
そ
の
時
初
め
て
知
り
、
当

日
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

検
査
技
師
の
説
明
後
、
高
さ
50
セ

ン
チ
ほ
ど
の
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
に
横

に
な
る
と
、
ベ
ッ
ド
が
ド
ー
ム
状
の

小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
吸
い
込
ま

れ
た
。
ド
ー
ム
の
中
は
白
く
、
天
井

ま
で
は
約
30
セ
ン
チ
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

か
ら
は
Ｂ
Ｇ
Ｍ
が
流
れ
て
い
る
。
す

る
と
「
ガ
ッ
ガ
ッ
ガ
ッ
…
」
と
検
査

技
師
が
言
っ
て
い
た
工
事
現
場
の
音

と
共
に
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か
ら
検
査
技
師

の
声
で
「
今
か
ら
始
め
ま
す
。
ま
ず

は
息
を
吸
っ
て
く
だ
さ
い
。
止
め
て

く
だ
さ
い
。
吐
い
て
く
だ
さ
い
。」
の

指
示
が
あ
り
、
そ
れ
が
約
20
回
、
繰

り
返
し
行
わ
れ
た
。
20
分
後
、「
こ
れ

で
終
わ
り
で
す
。
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
」
の
検
査
技
師
か
ら
の
声
と
共

に
、
工
事
現
場
の
音
が
止
ま
り
、
ほ

ど
な
く
ベ
ッ
ド
が
動
き
ド
ー
ム
か
ら

出
る
こ
と
が
で
き
、
検
査
が
終
了
と

な
っ
た
。

と
、
こ
こ
で
あ
る
疑
問
が
湧
い
て

き
た
。
そ
れ
は
、
聴
覚
に
障
害
の
あ

る
人
は
、
ド
ー
ム
内
で
の
検
査
技
師

か
ら
の
音
声
に
よ
る
重
要
な
指
示

を
、
ど
う
や
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

調
べ
て
み
る
と
、
公
益
社
団
法
人

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
か
ら
、『
聴

覚
障
害
者
の
た
め
の
放
射
線
部
門
に

お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
出
さ
れ

て
い
た
。
そ
こ
に
は
聴
覚
に
障
害
が

あ
る
人
の
場
合
、「
す
べ
て
の
検
査

に
つ
い
て
説
明
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
字
幕
入
り
ビ
デ
オ
な
ど
を
準
備

し
て
お
く
事
が
望
ま
し
い
。」
と
あ

り
、「
検
査
前
の
説
明
に
は
十
分
時

間
を
か
け
、
検
査
の
流
れ
を
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
化
し
、
そ
れ
を
基
に
説
明

す
る
。」
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。
さ
ら

に
「
視
線
を
合
わ
せ
表
情
を
つ
け
て

話
す
。
マ
ス
ク
を
は
ず
し
て
口
元
を

み
せ
、
口
を
は
っ
き
り
動
か
し
て
話

す
。
専
門
用
語
は
、
で
き
る
だ
け
わ

か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る
」
と

あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
合
図
を
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
合
図
の

方
法
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
」
と
あ

り
、
息
止
め
の
指
示
は
、
合
図
を
決

め
て
、
そ
れ
を
事
前
に
確
認
し
て
お

く
」
と
あ
っ
た
。

ま
た
、
機
器
に
よ
っ
て
は
、
仰
向

け
に
な
っ
て
い
る
所
に
テ
レ
ビ
モ
ニ

タ
ー
を
設
置
し
、
閉
所
恐
怖
症
の
人

の
た
め
に
癒
し
系
の
動
画
が
モ
ニ

タ
ー
に
映
る
も
の
も
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
。
モ
ニ
タ
ー
で
は
、
聴
覚
障

害
者
の
た
め
に
呼
吸
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
知
ら
せ
図
や
文
字
で
知
ら
せ
る
こ

と
も
で
き
る
。

命
を
守
る
に
直
結
す
る
医
療
機
器

は
、
ハ
ー
ド
又
は
人
的
応
対
の
ど
ち

ら
か
で
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
こ
と

に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
私
の
結
果
は
、
が
ん
は

発
見
さ
れ
ず
で
、
そ
れ
は
ま
だ
仕
事

が
足
り
な
く
て
「
も
っ
と
働
き
な
さ

い
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
と
っ
た

次
第
で
あ
る
。

星
川
安
之

参
考
　
時
事
通
信
社
『
厚
生
福
祉
』

『聴覚障害者のための放射線部門における
ガイドライン』（社団法人日本放射線技師会）
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数
年
前
、児
童
書
専
門
店
で
手
に

と
っ
た
本
が
、か
が
く
い
ひ
ろ
し
さ
ん

作
の『
だ
る
ま
さ
ん
が
』（
ブ
ロ
ン
ズ

新
社
）で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
遊
ん
だ

「
だ
る
ま
さ
ん
が
、こ
ろ
ん
だ
」
の「
こ

ろ
ん
だ
」
の
部
分
が
、５
つ
の
異
な
る

言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
絵
本

で
す
。
そ
の
５
つ
の
言
葉
、１
つ
目
の

だ
る
ま
さ
ん
を
見
る
と
昔
、友
達
と

野
原
を
か
け
ま
わ
っ
て
い
た
頃
の
自

分
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、５
つ
目

で
、
あ
の
頃
の
心
を
連
れ
て
今
の
自

分
に
そ
っ
と
戻
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
で
し
た
。

作
者
を
調
べ
る
と
、す
い
臓
が
ん

で
54
歳
の
若
さ
で
ご
逝
去
さ
れ
て
い

る
こ
と
、絵
本
作
家
に
な
っ
た
の
は
、

50
歳
を
す
ぎ
て
か
ら
だ
っ
た
こ
と
、

そ
れ
ま
で
は
長
年
、養
護
学
校
の
教

員
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

２
年
前
、東
京
原
宿
で
開
か
れ
た

「
か
が
く
い
ひ
ろ
し
絵
本
原
画
展
」
で

は
、原
画
と
共
に
、教
員
時
代
の
映
像

が
繰
り
返
し
流
れ
て
い
ま
し
た
。重
度

障
害
の
あ
る
生
徒
と
共
に
合
奏
を
す

る
か
が
く
い
さ
ん
、麻
痺
し
た
手
で
懸

命
に
直
線
を
書
く
子
供
を
見
つ
め
る

か
が
く
い
さ
ん
、ど
ち
ら
も
終
わ
る
と

「
す
ご
い
ね
～
、い
い
音
だ
ね
～
！
」、

「
す
ご
い
ね
～
！
い
い
線
だ
ね
～
！
」

と
心
か
ら
の
声
で
伝
え
る
彼
の
言
葉

に
、言
葉
の
不
自
由
な
子
ど
も
た
ち
の

返
事
は
、心
か
ら
の
「
に
こ
っ
」。

ふ
と
、映
像
が
流
れ
る
部
屋
で
画

像
を
見
つ
め
る
大
人
の
顔
を
見
る
と
、

い
つ
の
ま
に
か
皆
、「
に
こ
っ
」
に
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、共
生
社
会

の
実
現
が
喫
緊
の
課
題
と
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。そ
の
目
標
に
向
け
て
解
決

や
実
現
に
向
け
た
貴
重
な
議
論
が
、

多
く
の
場
合
、眉
間
に
し
わ
を
寄
せ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。私
も
し
ば
し
ば
眉

間
に
し
わ
が
寄
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
は
い
つ
も
『
だ
る
ま
さ
ん
が
』

を
本
棚
か
ら
取
り
出
し
て
い
ま
す
。

星
川
安
之

絵
本
『
だ
る
ま
さ
ん
が
』

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

点字名刺の手作り講座とお薦めの書籍

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
活
用
し
始

め
た
の
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
で
す
。
主

催
者
か
ら
事
前
に
送
ら
れ
て
き
て
い

る
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す
る
と
す
ぐ

に
、
ネ
ッ
ト
上
の
会
議
室
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
既
に
入
っ
て
い
る

人
と
挨
拶
し
、
時
間
に
な
る
と
、
事

務
局
が
本
日
の
議
事
次
第
を
紹
介

し
、
委
員
長
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
後

は
、
通
常
の
委
員
会
と
同
じ
よ
う
に

会
議
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
の
利
点
は
、
会
議
室
ま
で
移
動

す
る
必
要
が
な
い
の
で
こ
れ
ま
で
参

加
で
き
な
か
っ
た
人
も
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

共
用
品
に
関
す
る
講
座
も
で
き
る

の
で
は
と
、
先
日
、
個
人
賛
助
会
員

の
芳は

が賀
優ゆ
う
こ子
さ
ん
に
相
談
し
、
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
に
よ
る
「
点
字
名
刺
の
手
作

り
講
座
」
を
ト
ラ
イ
ア
ル
で
行
っ
て

み
ま
し
た
。
受
講
者
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
点
字
の
筆
記
具
と
、
名
刺
大
の

紙
を
準
備
し
て
も
ら
い
、
当
日
を
迎

え
ま
し
た
。
当
日
、
講
師
の
芳
賀
さ

ん
か
ら
、
点
字
の
な
り
た
ち
、
点
字

の
歴
史
を
、
ネ
ッ
ト
上
で
聞
い
て
い

る
人
に
声
で
伝
え
ま
す
。
画
像
で
も

紹
介
し
、
そ
し
て
点
字
名
刺
の
作
り

方
を
、
順
番
に
伝
え
な
が
ら
進
め
て

い
き
ま
し
た
。
受
講
し
た
人
は
、
点

字
の
存
在
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ

が
ど
ん
な
歴
史
が
あ
る
か
、
ど
ん
な

構
成
に
な
っ
て
い
る
か
を
学
ぶ
機
会

が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

一
つ
一
つ
の
疑
問
に
も
、
画
面
の
向
こ

う
に
い
る
弱
視
の
芳
賀
さ
ん
が
直
接

答
え
て
く
れ
る
の
で
、
今
ま
で
漠
然

と
持
っ
て
い
た
疑
問
が
ス
ー
と
取
れ

て
い
く
の
が
傍
か
ら
見
て
い
て
も
わ

か
り
ま
し
た
。
今
後
、
共
用
品
推
進

機
構
と
し
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
共
用
品
講
座

が
開
催
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

星
川
安
之

絵本『だるまさんが』

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
方
式
で

「
手
作
り
点
字
名
刺
講
座
」

講師の芳賀優子さん
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電話で音声認識は使えるの？
（一社）全日本難聴者・中途失聴者団体連合会　小

おがわ

川光
みつひこ

彦

１　

実
験
の
目
的

全
難
聴
は
日
本
財
団
助
成
金
を
受

け
、
19
年
度
ま
で
２
年
間
「
電
話
利

用
に
お
け
る
音
声
認
識
ソ
フ
ト
の
調

査
」
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

聞
こ
え
に
く
い
人
が
電
話
を
使
え

る
よ
う
に
す
る
方
法
と
し
て
、
国
内

で
は
日
本
財
団
の
電
話
リ
レ
ー
サ
ー

ビ
ス
・
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
聴
覚
障
害
者

等
と
聴
者
を
、
通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
『
手
話
や
文
字
』
と
『
音
声
』
を
通

訳
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
話
で
即
時

双
方
向
に
つ
な
ぐ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
訳
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
仲
介
す
る

方
法
が
有
効
で
あ
る
こ
と
は
実
証
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
電
話
音

声
を
文
字
化
す
る
方
法
と
し
て
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
の
か
わ
り
に
音
声
認
識

ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
文
字
化
す
る

方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
な
し
に
機
械
的
に
で
き
る
等
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
従
来
の
音
声
認
識
ソ
フ
ト
は
通

信
環
境
や
話
者
の
発
音
な
ど
に
よ
っ

て
、
認
識
精
度
が
左
右
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
今
回
の
調
査
事
業
で

は
、
共
用
品
推
進
機
構
の
星
川
安
之

専
務
理
事
を
委
員
長
と
し
た
委
員
会

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
電

話
音
声
を
音
声
認
識
ソ
フ
ト
で
文
字

化
す
る
方
法
が
、
当
事
者
に
と
っ
て

ど
れ
だ
け
実
用
的
な
の
か
を
分
析
・

評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。

２　

実
験
の
方
法
と
結
果

こ
の
事
業
は
合
同
会
社
シ
ー
コ

ミ
ュ
の
協
力
で
開
発
さ
れ
た
「
文
字

付
き
電
話
」
の
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
利
用
し
ま

す
。

２
０
１
９
年
６
月
か
ら
10
月
ま

で
行
わ
れ
た
実
証
実
験
期
間
中
、
応

募
い
た
だ
い
た
モ
ニ
タ
ー
の
う
ち

１
０
９
名
に
、
の
べ
２
３
０
４
回
電

話
利
用
い
た
だ
い
た
結
果
得
ら
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
と
、
登
録
さ
れ
た
利
用

者
属
性
の
デ
ー
タ
等
を
も
と
に
分

析
・
考
察
を
行
い
ま
し
た
。
実
験
の

分
析
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の
協
力

を
得
ま
し
た
。

結
果
か
ら
、
電
話
音
声
の
文
字
化

に
高
い
利
用
ニ
ー
ズ
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
が
、
音
声
認
識
ソ
フ
ト
の
実
用

性
の
評
価
項
目（
内
容
・
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
理
解
、
テ
ン
ポ
の
良
さ
）
は
低

く
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
入
力
の

優
位
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

文
字
化
ア
プ
リ
を
開
発
す
る
際
、

ス
マ
ホ
の
Ｏ
Ｓ
の
機
能
の
中
に
、音

声
認
識
の
精
度
が
低
下
し
て
し
ま
う

よ
う
な
、環
境
的
制
約
が
あ
っ
た
こ

と
が
評
価
に
影
響
し
て
い
ま
す
。

３　

今
後
の
課
題

現
在
総
務
省
を
主
管
官
庁
と
し

て
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
公
的
制

度
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ

れ
ま
で
の
発
表
で
文
字
付
き
電
話
は

サ
ー
ビ
ス
開
始
時
期
に
は
間
に
合
わ

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。音
声
認
識

に
つ
い
て
は
、電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
を
前
提
と
し
て
、技
術
開
発

を
並
行
し
て
進
め
る
と
あ
り
、積
極

的
な
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
今
回
の
調
査
事
業

で
わ
か
っ
た
環
境
的
制
約
等
の
課
題

を
解
消
す
る
研
究
・
実
証
を
、
今
後

も
継
続
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
実

証
実
験
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
は
じ
め
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

課
題
解
決
の
取
り
組
み
の
た
め
、

今
後
と
も
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
本
事
業
の
報
告
書
を
作
成
し
ま
し

た
。
デ
ー
タ
を
ご
希
望
の
方
は
、
全

難
聴
の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.zennancho.or.jp/3005/
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障害のある医師と志望者をつなぐサイト開設

医
師
を
目
指
す
障
害
の
あ
る
人

と
医
師
、
障
害
の
あ
る
医
師
を
結
ぶ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ
イ
ト
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
名
称
は
、「
〝
夢
を
つ

な
ぐ
〟D

octor's N
etw

ork

」、「
先

輩
医
師
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
障
害

の
あ
る
現
役
医
師
た
ち
の
、「
医
師

に
な
っ
た
経
緯
」、「
医
師
と
し
て
働

く
上
で
の
工
夫
や
配
慮
」、「
医
師
を

目
指
す
人
や
医
師
を
続
け
る
こ
と
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

障
害
の
種
別
は
現
段
階
で
、
肢
体

不
自
由
、
聴
覚
・
言
語
障
害
、
視
覚

障
害
、
内
部
障
害
、
他
と
多
岐
に
分

か
れ
、
さ
ら
に
、
発
症
の
時
期
も
医

学
部
入
学
前
、
学
生
時
代
、
医
師
に

な
っ
て
か
ら
と
分
か
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
た
時
か
ら
両
下
肢
に
障
害

の
あ
る
Ｈ
さ
ん
は
、
現
在
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
医
師
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
。
幼
い
頃
の
小
児
整
形
の

主
治
医
に
憧
れ
た
こ
と
が
原
点
と
な

り
、
そ
の
後
周
り
の
友
人
に
支
え
ら

れ
て
生
活
を
送
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

が
重
な
り
医
師
に
な
る
道
を
選
び
ま

し
た
。
し
か
し
当
時
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
障
害
の
あ
る
学
生
が
医
学
を
学

べ
る
の
か
、
障
害
の
あ
る
人
が
医
師

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
何
科
で
あ
れ

ば
可
能
な
の
か
と
い
っ
た
情
報
が
な

か
っ
た
の
で
す
。

同
じ
く
下
肢
障
害
で
車
椅
子
使
用

の
Ｓ
さ
ん
は
、
高
校
の
時
、
医
大
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
き
、「
車

椅
子
で
の
生
活
で
す
が
、
こ
の
大
学

で
医
学
を
学
べ
ま
す
か
？
」
と
大
学

側
に
問
い
か
け
ま
し
た
。大
学
側
は
、

そ
の
問
い
か
け
に
対
し
、
車
椅
子
を

使
用
す
る
学
生
が
医
学
を
学
ぶ
過
程

で
、
そ
れ
を
阻
害
す
る
要
因
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
動
線
上
の

段
差
は
ス
ロ
ー
プ
に
な
り
、
重
い
扉

は
自
動
ド
ア
に
な
る
な
ど
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

医
師
に
な
っ
て
か
ら
事
故
で
障
害

を
負
っ
た
Ｒ
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
外

科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た

が
、
手
技
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

外
科
医
へ
の
執
着
よ
り
も
医
師
へ
の

復
帰
が
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
時
の
動
機

付
け
と
な
り
、
手
技
が
困
難
で
も
手

術
に
関
係
す
る
画
像
診
断
医
に
な
り

ま
し
た
。
外
科
医
の
経
験
の
あ
る
Ｒ

さ
ん
に
は
、
手
術
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
を
求
め
る
同
僚
の
外
科
医
も
多

く
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

Ｒ
さ
ん
の
経
験
は
、
医
師
は
幅
広

い
分
野
で
活
躍
で
き
る
こ
と
を
証
明

し
て
い
ま
す
。「
先
輩
医
師
」
で
示
さ

れ
て
い
る
体
験
か
ら
、
病
院
は
さ
ま

ざ
ま
な
病
気
や
障
害
の
あ
る
人
が

多
く
来
院
す
る
た
め
、
特
に
ハ
ー
ド

面
に
お
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
医
師
に

障
害
が
あ
っ
て
も
、
移
動
等
に
関
し

て
は
大
き
な
問
題
が
な
い
と
の
報
告

が
多
く
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
先
輩
医
師
た
ち
が
伝
え
て

い
る
の
は
、「
自
分
が
で
き
な
い
こ

と
は
、
ち
ゃ
ん
と
人
に
頼
む
こ

と
が
重
要
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
す
。
多
く
の
場
合
、
医
療

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
は
、
障
害
が
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
互
い
に

リ
ー
ド
し
あ
い
、
支
援
し
あ
う

こ
と
で
成
り
立
つ
こ
と
を
、
経

験
を
通
じ
て
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た

依よ

だ田
晶あ
き
お男
さ
ん
は
、
一
貫
し
て
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
公
私
共
に
活

動
し
て
い
る
か
た
で
、「
障
害
の
あ

る
子
供
達
の
中
で
は
、
憧
れ
る
大
人

と
し
て
主
治
医
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
医
療
で
助
け

ら
れ
た
分
、
将
来
は
医
療
の
仕
事
を

と
考
え
る
若
者
が
い
ま
す
。け
れ
ど
、

障
害
の
あ
る
医
師
の
情
報
が
少
な

く
、
自
分
が
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
て

ず
、
医
師
へ
の
夢
を
断
念
し
が
ち
で

す
。
自
分
と
同
じ
障
害
で
も
活
躍
し

て
い
る
医
師
の
存
在
を
知
れ
ば
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

星
川
安
之

「“ 夢をつなぐ ”Doctor's Network」
https://dream-doctor.net/
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「
い
ま
生
き
て
い
る
人
す
べ
て
に
と
っ

て
人
生
最
大
の
出
来
ご
と
に
な
る
。10

年
の
変
化
を
18
ヶ
月
で
体
験
す
る
」（
イ

ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
）。
コ
ロ
ナ
後
は
元
に

戻
ら
な
い（
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
＝
新
た
な

日
常
に
）と
い
わ
れ
る
。

１
．
疫
病
と
歴
史

感
染
症
の
う
ち
人
や
動
物
か
ら
う
つ

る
の
を
伝
染
病
、
そ
の
う
ち
死
者
数
な

ど
被
害
の
大
き
い
の
が
疫
病
だ
。ハ
ン
セ

ン
病
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
赤
痢
、
天
然

痘
、ペ
ス
ト
、新
興
感
染
症（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）

な
ど
。
疫
病
が
生
じ
た
原
因（
十
字
軍
、

蒙
古
の
西
進
、産
業
革
命
、熱
帯
の
開

発
）と
結
果（
病
院
、
東
ロ
ー
マ
帝
国
の

滅
亡
、ル
ネ
サ
ン
ス
、ア
ス
テ
カ
文
明
の

崩
壊
、大
仏
建
立
、祇
園
祭
、文
学
）を
み

る
と
、国
や
民
族
の
活
動
が
原
因
に
な

り
、文
明
、文
化
、社
会
制
度
、暮
ら
し
に

影
響
を
与
え
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
も

疫
病
だ
。

２
．
社
会
や
意
識

３
密
を
避
け
る
、家
に
い
る
、経
済
活

動
を
控
え
る
―
―
１
人
１
人
の
行
動
が

社
会
を
支
え
、個
人
が
社
会
と
直
結
し

て
い
る
と
実
感
さ
せ
た
。
見
え
な
い
仲

間
が
同
じ
目
的
に
む
け
責
任
を
は
た
す
、

そ
れ
を
互
い
に
思
い
や
る
「
連
帯
」
の
意

識
は「
ペ
ス
ト
」（
カ
ミ
ュ
）の
テ
ー
マ
で

も
あ
っ
た
。

現
代
の
社
会
は
デ
ジ
タ
ル
化
と
第
４

次
産
業
革
命（
Ｉ
ｏ
Ｔ
、Ａ
Ｉ
）と
い
う
変

化
の
中
に
い
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
そ
れ
を

加
速
さ
せ
る
。
医
療
は
安
全
保
障
問
題

だ
と
認
識
さ
せ
た
。
ネ
ッ
ト
診
療
な
ど

規
制
緩
和
も
試
さ
れ
た
。
他
方
、各
国
の

対
応（
例
：
自
国
主
義
、私
権
制
限
、公

衆
衛
生
）は
、元
の
路
線
を
先
鋭
化
さ
せ

た
。
前
者
は
変
わ
る
こ
と
、後
者
は
変
わ

ら
な
い
こ
と
。
連
帯
意
識
は
自
然
災
害

の
つ
ど
高
ま
っ
た
が
、後
に
減
衰
し
た
。

今
度
は
ど
う
か
。

３
．
政
治
と
経
済

経
済
と
安
全（
感
染
抑
制
）、
自
由
と

安
全
な
ど
多
く
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
生

じ
、政
治
の
判
断
は
結
果
を
分
け
た
。
過

去
に
な
い
ほ
ど
自
治
体
側
の
発
信
と
独

自
の
対
策
が
目
立
っ
た
。
活
動
自
粛
、経

営
支
援
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
出
口
戦
略
、９
月

入
学
な
ど
。
国
一
辺
倒
だ
っ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

産
業
経
済
は
効
率
や
収
益
性
指
向
へ

の
傾
斜
か
ら
、持
続
や
安
定
の
価
値
が
見

直
さ
れ
て
い
る
。レ
バ
レ
ッ
ジ
や
株
主
利

益
か
ら
雇
用
や
手
元
資
金
な
ど
。
企
業

の
存
続
を
支
え
た
の
は
批
判
さ
れ
て
き

た
内
部
留
保
だ
。
地
方
分
散
や
持
続
経

営
の
必
要
性
は
以
前
か
ら
唱
え
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
が
慣
習
と
し
て
定
着
す

る
か
、さ
ら
に
制
度
改
正
に
も
及
ぶ
か
、

そ
の
い
ず
れ
で
も
な
く
元
に
戻
る
か
。

経
済
を
支
え
て
き
た
観
光
は
い
ま
、

不
要
不
急
と
さ
れ
る
。
生
活
に
必
要
な

活
動
と
は
何
か
、業
種
で
分
類
で
き
る
の

か
、議
論
は
経
済
活
動
だ
け
で
よ
い
か
、

文
化
は
ど
う
か
と
模
索
が
続
く
。

４
．
個
人
の
暮
ら
し
と
働
き
方

都
市
集
中
を
生
ん
だ
仕
事
や
学
び
の

方
法
が
直
撃
を
う
け
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
、オ
ン
ラ
イ
ン
講
義
が
広

が
っ
た
。Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
で
き
る
作
業
が
広
い

こ
と
を
発
見
し
、対
面
を
要
す
る
領
域
が

選
別
さ
れ
つ
つ
あ
る
。一
方
、数
年
前
に

テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
た
米
Ｉ
Ｔ
企
業
は

対
面
の
価
値
を
再
認
識
し
て
戻
し
て
い

る
。
思
わ
ぬ
ネ
ッ
ク
も
み
え
た
。
在
宅
の

ネ
ッ
ト
・
Ｐ
Ｃ
環
境
、ハ
ン
コ
・
紙
文
化
、

電
子
決
済
・
社
外
か
ら
ネ
ッ
ト
に
入
っ

て
の
決
済
、回
線
の
容
量
な
ど
、１
つ
欠

け
て
も
在
宅
ワ
ー
ク
の
支
障
に
な
る
。

消
費
や
サ
ー
ビ
ス
は
徒
歩
圏
、
観
光

も
地
元
を
見
直
し
て
い
る
。
地
域
や
地

方
の
再
発
見
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

暮
ら
し
は
仕
事
の
お
ま
け
と
い
う
人
生

か
ら
、家
と
地
域
に
根
ざ
し
て
仕
事
を

す
る
、別
の
自
分
を
発
見
し
つ
つ
あ
る
。

ネ
ッ
ト
が
こ
れ
を
支
え
る
。一
方
、
接
触

を
要
す
る
シ
ェ
ア
経
済（
例
：
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
）に
は
逆
風
も
吹
く
。

５
．
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
共
用
品

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
音
声
だ
け
で
や
る
と

視
覚
に
不
便
さ
が
あ
る
人
も
同
じ
条
件

に
な
る
。ド
ア
ノ
ブ
に
つ
け
て
腕
で
回
転

さ
せ
る
補
助
バ
ー
は
、
操
作
に
指
の
巧

緻
性
を
要
し
な
い
。こ
れ
ら
は
接
触
削

減
が
不
便
さ
を
抑
え
た
例
だ
。

一
方
、高
齢
者
や
障
害
者
に
生
じ
た
問

題
は
大
き
い
。自
宅
待
機
で
社
会
か
ら

途
絶
、介
助
者
が
訪
問
で
き
な
い
・
チ
ー

ム
が
組
め
な
い
、通
所
で
き
な
い
、家
族

や
専
門
職
と
会
え
な
い（
認
知
症
、知
的

障
害
）、就
業
機
会
を
失
う
、支
援
組
織
・

人
材
が
続
か
な
く
な
る
。医
療
者
へ
の

偏
見
は
、心
の
弱
さ
を
衛
か
れ
た
。

生
存
を
保
障
す
べ
き
国
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
唱

え
る
企
業
、自
ら
動
く
べ
き
個
人
、不
便

さ
を
支
え
る
共
用
品
、障
害
者
権
利
条

約
、皆
が
真
価
を
問
わ
れ
て
い
る
。

キーワードで考える共用品講座第１１６講
「新型コロナと共用品」

日本福祉大学客員教授　後
ごとう

藤芳
よしかず

一
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マスクがないことで… 【事務局長だより】
星川安之

【会議】
第21回理事会（書面審議）（３月23日）

【報道】
時事通信社 厚生福祉 ３月10日 高尾山の「世間」と「社会」
時事通信社 厚生福祉 ３月17日 障害のある医師と志望者をつなぐ
時事通信社 厚生福祉 ４月７日 スロープはどっちが？
時事通信社 厚生福祉 ４月14日 岡山県のUDアンバサダー
トイジャーナル ３月号 笛付き玩具の使い方
トイジャーナル ４月号 共用品の情報誌『インクル』
クオリティ・クラブ ３月・４月号 ADの普及

クオリティ・クラブ ５月・６月号 ADとサービス
福祉介護テクノプラス ３月号 台南・高雄で見かけたモノやコト
福祉介護テクノプラス ４月号 トランプ
福祉介護テクノプラス ５月号 共用品の情報誌『インクル』
高齢者住宅新聞 ３月11日 子機が持ち運べるドアホン
高齢者住宅新聞 ４月１日・８日 振動・音声で知らせる『体温計』
シルバー産業新聞 ３月10日 多くの不便さを解消してきた共用品
日本ねじ研究会誌 １月 その１ 共用品とは
日本ねじ研究会誌 ２月 その２ 福祉用具から共用品へ
日本ねじ研究会誌 ３月 その３ 共に遊べる玩具

共用品通信

新型コロナウルスの感染拡大によりマスクの不足が深
刻化しました。街の薬屋やスーパー、コンビニなどで 50 ～
100 枚が箱に入ったものや、数枚が１セットになって袋に
入っているモノが、所狭しと置かれていたあのマスクが、
どの店からも消えてしまいました。感染拡大は花粉が飛ぶ
時期や風邪の流行時期とも重なり、需要と供給のバラン
スが完全に崩れてしまいました。それでもこの事態の初期
段階では入荷する店もあり、そこには朝から長蛇の列がで
き、ニュースでも度々報道されました。さらに、その頃は
大量に仕入れてネットで高価格による転売を行い荒稼ぎ
する業者が現れ、転売禁止の法を出すまでに至りました。

そんな中、発想の転換をする人たちも現れはじめたの
です。以前、マスクといえば中にガーゼを入れる布製で、
何度も洗って使えるタイプでした。布製であれば、手作
りもできます。布製マスクの型紙を掲載する雑誌やサイ
トも登場しました。

学校が休校となる中で、マスクのこの状況を知り、家
での時間で 500 枚もマスクを手作りし、喫緊にマスクが
必要な高齢者施設に寄付した小学生がマスメディアで紹
介され、大切なことに気づかせてくれました。使い捨て
文化への警告、非常時でも他者のことを思える気づきと
実行力です。

企業によっては、感染防止率を増すマスクの開発に取
り組んだり、左右の耳にかけるゴムにクリップを付け、
品薄になっていないキッチンペーパーや布をマスクの大
きさにしたものを挟んでマスクの代わりができるものを
考え販売したりと、さまざまな試みが生まれています。

そんな中、聴覚に障害のある人たち
の中で「自分は音や音声が聞きづらい
難聴で、普段は補聴器を付けながら、
会話は相手の声と相手の口の形を見て
補いながら理解している。それがマス
クでは口の形が見えずに相手が何を話
しているかが分かりづらくなるのです」とのネットへの
書き込みが複数ありました。

以前、台北に行った時、101 タワーに入っているフー
ドコートの店員さんと調理をしている人たちが、使い捨
てマスクではなく、透明なプラスチックでできたマスク
で接客や調理をしていたのを思い出しました。その後、
日本の飲食のチェーン店のいくつかの店舗で透明マスク
を見かけました。でも、この時期、この透明マスクも品薄
だろうと思いながら、サイトを検索しているとある動画
に目が留まりました。

それは、ウイルス感染が日本より拡大しているアメリ
カの学生の試みです。

手作りのマスクを作るまでは、日本の小学生の試みと
同じなのですが、一つ違うのは布のマスクの中央を長方
形に切り取り、そこに透明なシートを縫い込んでいくの
です。その報道のタイトルには、「耳の不自由な人のため
のマスクを作る学生」とありました。

緊急事態での中ではありますが、貴重な工夫も生まれ
ています。

表紙で、小川光彦さんがしている透明マスク・ルカ
ミィは５月１日現在、製造企業募集中とのことです。
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